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本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

24
年
度

計
画
比

住
宅
地
線
量
に
影
響
懸
念

膨
大
な
廃
棄
物

保
管
苦
慮

白
河
市
東
地

域
の
鹿
島
神
社

に
数
年
前
、
観

光
バ
ス
が
立
ち

寄
っ
た
。
白
河

提
灯
ま
つ
り
で
知
ら
れ
る

同
名
の
神
社
と
は
異
な

る
。
気
付
い
た
地
元
住
民

が
不
思
議
が
っ
た
。
「
有

名
な
神
社
じ
ゃ
な
い
の

に
」
▼
降
り
立
っ
た
乗
客

の
視
線
の
先
に
あ
っ
た
の

は
石
造
り
の
狛
犬
だ
。
愛

好
者
に
聞
く
と
「
国
内
で

も
最
高
傑
作
の
一
つ
」
な

の
だ
と
い
う
。
無
関
心
だ

っ
た
住
民
は
驚
い
た
。
あ

ら
た
め
て
見
直
し
て
み

た
。
確
か
に
よ
く
見
掛
け

る
狛
犬
と
は
か
な
り
違

う
。
雲
の
上
を
縦
横
無
尽

に
駆
け
回
っ
て
い
る
よ
う

な
躍
動
感
が
あ
る
。
彫
り

も
繊
細
だ
▼
作
者
は
浅
川

町
の
小
松
寅
吉
。
明
治
か

ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
し

た
石
工
だ
。
師
匠
の
小
松

利
平
、
弟
子
の
小
林
和
平

と
の
三
代
に
わ
た
り
、
県

南
地
方
に
芸
術
的
な
石
造

物
を
数
多
く
残
し
た
。
福

島
市
出
身
で
狛
犬
研
究

の
作

た
く
き
よ
し
み
つ

さ
ん
は
著
書
「
神
の
鑿
」

で
三
人
の
作
品
を
〈
石
彫

刻
芸
術
最
後
の
頂
点
〉
と

評
価
す
る
。
一
方
で
〈
文

化
財
と
し
て
も
美
術
品
と

し
て
も
正
当
に
評
価
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
悲
し

い
〉
と
も
記
す
▼
白
河
市

で
は
講
演
会
が
開
か
れ
る

な
ど
、
少
し
ず
つ
関
心
は

高
ま
る
。
初
詣
の
つ
い
で

に
狛
犬
巡
り
を
し
た
市
民

に
も
出
会
っ
た
。
寅
吉
た

ち
の
狛
犬
の
迎
え
る
小
さ

な
神
社
が
、
ち
ょ
っ
と
し

た
観
光
地
に
な
る
…
。
そ

ん
な
初
夢
も
悪
く
な
い
。

全
日
空

高
松
空
港

２
人
軽
傷
バッテリー原因か

機内で煙が発生し 緊急着陸した全日空ボーイング787

＝ 日午前 時 分 高松空港で共同通信社ヘリから

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
い
放
射
性
物
質
の
汚
染
状
況

重
点
調
査
地
域
に
指
定
さ
れ
た
県
内
四
十
市
町
村
で
、
生
活
圏
の
森

林
除
染
が
完
了
し
た
面
積
は
昨
年
末
現
在
、
約
二
百
二
十
㌶
で
平
成

二
十
四
年
度
計
画
の
わ
ず
か
５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
作
業
で
発

生
す
る
廃
棄
物
の
量
が
膨
大
で
、
仮
置
き
場
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
要
因
。
農
林
地
全
体
の
完
了
面
積
は
約
一
万
三
千
七
百

二
十
㌶
で
、
計
画
の

％
と
な
っ
て
い
る
。
県
が
十
六
日
、
県
議
会

政
調
会
で
示
し
た
。
（
３
面
に
関
連
記
事
）

生
活
圏
の
森
林
除
染

（
住
宅
か
ら
二
十
㍍
程
度
）

は
、
年
間
の
追
加
被
ば
く

線
量
が
一
㍉

を
上
回
る

地
域
な
ど
が
対

。
四
十

市
町
村
が
計
画
し
た
二
十

四
年
度
の
総
面
積
は
四
千

百
七
十
一
㌶
に
上
る
が
、

年
度
末
が
迫
っ
て
い
て
も

約
三
千
九
百
五
十
㌶
が
除

染
完
了
に
至
っ
て
い
な

い
。県

の
試
算
に
よ
る
と
、

国
の
財
政
負
担
の
対

と

な
る
樹
木
の
枝
打
ち
と
落

ち
葉
除
去
の
手
法
で
は
、

一
㌶
当
た
り
約
二
百
四
十

三
立
方
㍍
の
廃
棄
物
が
発

生
す
る
。
四
十
市
町
村
の

二
十
四
年
度
の
計
画
面
積

全
体
で
は
、
東
京
ド
ー
ム

の
容
積
の

％
超
に
当
た

る
百
一
万
立
方
㍍
の
保
管

場
所
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
仮
置
き

場
設
置
に
住
民
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
除
染
作
業
に
着
手
で

き
ず
に
い
る
ケ
ー
ス
も
目

立
つ
と
い
う
。

森
林
除
染
が
進
ま
な
け

れ
ば
、

屋
の
除
染
を
し

て
も
森
林
内
の
放
射
性
物

質
の
影
響
に
よ
り
周
辺
の

住
宅
地
で
空
間
放
射
線
量

が
低
下
せ
ず
、
住
民
の
日

常
生
活
へ
の
安
全
安
心
が

確
保
さ
れ
な
い
懸
念
も
あ

る
。
県
は
、
除
去
し
た
枝

葉
を
破
砕
す
る
減
容
化
の

手
法
の
導
入
を
市
町
村
に

促
す
な
ど
廃
棄
物
対
策
を

進
め
、
作
業
の
加
速
化
を

目
指
す
。
県
除
染
対
策
課

は
「
減
容
化
の
取
り
組
み

を
広
げ
る
た
め
、
市
町
村

へ
の
情
報
提
供
に
努
め

る
」
と
し
て
い
る
。

二
十
四
年
度
に
百
七
十

㌶
を
計
画
し
、
本
格
的
な

作
業
に
至
っ
て
い
な
い
田

村
市
は
「
環
境
回
復
に
向

け
て
作
業
を
着
実
に
進
め

た
い
が
、
廃
棄
物
処
理
な

ど
課
題
は
多
い
。
国
が
対

策
や
森
林
除
染
の
方
向
性

を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
」

（
生
活
環
境
課
）
と
求
め

て
い
る
。
生
活
圏
の
森
林

除
染
は
二
十
五
年
度
以
降

も
計
画
し
て
い
る
市
町
村

が
あ
る
。

生
活
圏
の
森
林
の
ほ
か

水
田
、
畑
地
な
ど
四
十
市

町
村
が
計
画
し
た
二
十
四

年
度
の
農
林
地
全
体
の
除

染
計
画
面
積
は
二
万
九
千

八
百
九
十
七
㌶
。
廃
棄
物

対
策
な
ど
が
障
害
と
な

り
、
完
了
し
た
の
は

％

を
下
回
っ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
は
津
波
被

災
地
な
ど
を
対

に
創
設

す
る
企
業
立
地
補
助
制
度

に
つ
い
て
、
本
県
に
限
り

県
内
全
域
を
対

に
し
た

上
で
、
補
助
率
を
地
域
ご

と
に
傾
斜
配
分
す
る
方
針

を
固
め
た
。
茂
木
敏
充
経

産
相
が
十
六
日
、
県
庁
で

記
者
団
に
明
ら
か
に
し

た
。
今
月
内
に
も
決
定
す

る
平
成
二
十
五
年
度
の
当

初
予
算
案
に
関
連
予
算
を

盛
り
込
む
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

浜
通
り
の
津
波
被
災
地

や
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
事
故
の
避
難
区
域
に
つ

い
て
は
、
中
通
り
と
会
津

地
方
に
比
べ
補
助
率
を
高

く
設
定
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
る
も
よ
う
だ
。

一
方
、
全
県
を
対

と

す
る
代
わ
り
、
補
助
率
は

今
年
度
、
県
が
同
省
の
補

助
金
を
活
用
し
設
け
た

「
ふ
く
し
ま
産
業
復
興
企

業
立
地
補
助
金
」
よ
り
低

く
設
定
す
る
方
針
。
同
制

度
は
、
避
難
区
域
の
補
助

率
が
投
資
規
模
十
億
円
以

上
で
五
分
の
三
、
十
億
円

未
満
で
四
分
の
三
。
そ
れ

以
外
の
地
域
は
投
資
額
十

億
円
以
上
｜
五
十
億
円
未

満
で
十
五
分
の
八
、
十
億

円
未
満
で
三
分
の
二
と
な

っ
て
い
た
。

県
庁
で
内
堀
雅
雄
副
知

事
と
会
談
し
た
茂
木
氏
は

記
者
団
に
、
「
で
き
る
だ

け
県
全
域
を
カ
バ
ー
し
た

い
」
と
し
た
上
で
、
「
補

助
率
や
（
企
業
）
支
援
の

在
り
方
は
、
地
域
の
実
情

に
よ
っ
て
傾
斜
配
分
を
考

え
た
い
」
と
語
っ
た
。

県
は
新
た
な
補
助
制
度

の
本
県
分
の
財
源
と
し

て
、
一
千
億
円
の
確
保
を

財
務
、
経
産
両
省
に
求
め

て
い
る
。

全
県
に
対

拡
大

経
産
相

傾
斜
配
分
の
方
針

ア
ル
カ
イ
ダ
系
犯
行
認
め
る
アルジェリア

外
相
が
政
務
官

派
遣
を
検
討

岸
田
文
雄
外
相
は
十
七

日
未
明
、
欧
州
訪
問
中
の

城
内
実
外
務
政
務
官
の
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
派
遣
を
検
討

し
て
い
る
と
記
者
団
に
明

ら
か
に
し
た
。

【
カ
イ
ロ
共
同

長
谷

川
健
司
】
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

南
東
部
イ
ン
ア
メ
ナ
ス
の

プ
ラ
ン
ト
建
設
現
場
で
十

六
日
未
明
（
日
本
時
間
同

日
昼
）
、
プ
ラ
ン
ト
建
設

大
手
、
日
揮
（
本
社
横
浜

市
）
の
日
本
人
駐
在
員
が

イ
ス
ラ
ム
武
装
勢
力
に
拉

致
さ
れ
た
。
同
社
な
ど
が

明
ら
か
に
し
た
。
ロ
イ
タ

ー
通
信
は
五
人
が
拉
致
さ

れ
た
と
伝
え
た
が
、
自
民

党
幹
部
は
「
日
本
政
府
側

か
ら
三
人
が
拘
束
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
と
の
説
明

を
受
け
た
」
と
述
べ
た
。

フ
ラ
ン
ス
公
共
ラ
ジ
オ
に

よ
る
と
、
国
際
テ
ロ
組
織

ア
ル
カ
イ
ダ
系
グ
ル
ー
プ

の
一
員
と
称
す
る
人
物
が

犯
行
を
認
め
た
。

面
に
関
連
記
事

日
本
の
外
務
省
幹
部
は

十
六
日
「
拘
束
さ
れ
て
い

る
の
は
ほ
ぼ
間
違
い
な

い
」
と
記
者
団
に
述
べ
た
。

菅
義
偉
官
房
長
官
も
臨
時

記
者
会
見
で
「
人
質
事
件

の
性
格
上
、
現
時
点
で
内

容
は
差
し
控
え
た
い
」
と

語
っ
た
。
政
府
は
官
邸
対

策
室
を
設
置
、
関
係
省
庁

に
よ
る
局
長
会
議
で
対
処

方
針
を
確
認
し
た
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
隣
接

し
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
が

勢
力
を
拡
大
し
て
い
る
マ

リ
北
部
で
は
、
旧
宗
主
国

の
フ
ラ
ン
ス
が
十
一
日
か

ら
空
爆
を
実
施
し
、
ア
ル

カ
イ
ダ
系
組
織
か
ら
報
復

警
告
を
受
け
て
い
た
。
フ

ラ
ン
ス
公
共
ラ
ジ
オ
に
よ

る
と
、
犯
行
グ
ル
ー
プ
は

マ
リ
北
部
か
ら
現
地
入
り

し
た
と
い
う
。

日
本
人
の
ほ
か
に
フ
ラ

ン
ス
人
や
英
国
人
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
人
ら
が
拉
致
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
、
複
数
の

事
件
が
発
生
し
た
可
能
性

が
あ
る
。
ロ
イ
タ
ー
に
よ

る
と
、
重
武
装
の
犯
行
グ

ル
ー
プ
は
十
六
日
午
前
五

時
ご
ろ
、
三
台
の
車
両
に

分
乗
し
、
攻
撃
し
て
き
た
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
内
務
省
当

局
者
に
よ
る
と
、
作
業
員

を
乗
せ
て
空
港
に
向
か
う

バ
ス
を
襲
撃
し
た
。
警
護

が
犯
行
グ
ル
ー
プ
と
交

戦
、
外
国
人
一
人
が
死
亡
。

死
者
は
二
人
と
の
報
道
も

あ
り
、
情
報
は
錯
綜
（
さ

く
そ
う
）
し
て
い
る
。
日

本
人
の
安
否
は
不
明
。

十
六
日
午
前
八
時
二
十

五
分
ご
ろ
、
山
口
宇
部
発

羽
田
行
き
全
日
空
６
９
２

便
ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
が

香
川
県
上
空
を
飛
行
中
、

機
内
で
煙
が
発
生
し
た
の

を
感
知
し
、
異
臭
も
し
た

た
め
約
二
十
分
後
に
高
松

空
港
に
緊
急
着
陸
し
た
。

乗
客
乗
員
百
三
十
七
人
は

脱
出
用
シ
ュ
ー
タ
ー
で
緊

急
脱
出
し
、
全
日
空
に
よ

る
と
乗
客
二
人
が
擦
り
傷

な
ど
の
軽
傷
。
国
土
交
通

省
は
事
故
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
重
大
イ
ン
シ
デ
ン

ト
と
認
定
し
航
空
機
専
門

職
員
三
人
を
、
運
輸
安
全

委
員
会
は
航
空
事
故
調
査

官
五
人
を
現
地
に
派
遣
し

た
。
米
航
空
当
局
も
原
因

究
明
の
た
め
徹
底
調
査
に

乗
り
出
し
た
。

（

・

面
に
関
連
記
事
）

全
日
空
の
調
査
で
、
機

体
前
部
に
あ
る
電
気
・
電

子
機
器
室
で
メ
ー
ン
バ
ッ

テ
リ
ー
の
ケ
ー
ス
が
黒
く

変
色
、
電
解
液
が
漏
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
。
さ
ら

に
昨
年
十
月
十
七
日
に
も

羽
田
空
港
で
電
源
が
入
ら

な
い
電
気
系
統
の
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
り
、
こ
の
バ
ッ
テ

リ
ー
に
交
換
し
て
い
た
。

交
換
は
通
常
二
年
に
一
回

程
度
と
い
う
。
小
杉
英
世

次
席
航
空
事
故
調
査
官
は

十
七
日
未
明
、
高
松
空
港

で
調
査
後
、
取
材
に
応
じ

「
メ
ー
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
の

周
辺
を
見
る
限
り
、
火
災

の
跡
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
」
と
述
べ
た
。

全
日
空
と
日
航
は
保
有

す
る
７
８
７
計
二
十
四
機

の
運
航
を
安
全
が
確
認
さ

れ
る
ま
で
取
り
や
め
る
こ

と
を
決
め
た
。

国
交
省
に
よ
る
と
、
高

度
約
九
千
㍍
の
高
松
空
港

付
近
上
空
を
飛
行
中
、
電

気
・
電
子
機
器
室
で
煙
を

感
知
し
、
操
縦
室
の
計
器

に
表
示
さ
れ
た
。
電
圧
低

下
な
ど
バ
ッ
テ
リ
ー
の
異

常
を
知
ら
せ
る
表
示
も
相

次
ぎ
、
機
長
が
緊
急
着
陸

を
決
め
た
。
空
港
到
着
時

に
も
、
管
制
官
が
機
体
か

ら
煙
が
出
て
い
る
こ
と
を

同
機
に
知
ら
せ
た
た
め
、

緊
急
脱
出
し
た
と
い
う
。

バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
ボ
ス

ト
ン
国
際
空
港
で
七
日

（
日
本
時
間
八
日
）
に
出

火
し
た
日
航
機
の
補
助
動

力
装
置
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
用
の

バ
ッ
テ
リ
ー
と
同
じ
ジ
ー

エ
ス
・
ユ
ア
サ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ
）

の
製
品
。
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